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１．はじめに

大規模土工事における管理業務の効率化を図る目

的で、ＧＰＳを利用した「道路土工トータル管理シ

ステム」を開発し、現場への本格的な適用を開始し

た。本システムは、日本道路公団（ＪＨ）の土工施

工管理要領 に準拠する施工規定方式により盛土の１）

品質を管理できる「締固め管理システム」と、土工

事の出来高を効率的に管理できる「道路土工管理シ

ステム」から構成されている（ 。図－１，２）

２．システムの概要

（１）締固め管理システム

締固め管理システムは、振動ローラ等の盛土の転

図－１ システムの運用フロー圧重機に搭載したＧＰＳ受信機で衛星から位置情報

を得て、重機の走行軌跡、転圧回数、盛土の層厚等

をリアルタイムに把握し、締固めをより効率的に管

。 、理するシステムである 土工施工管理要領 により１）

システムに要求された主な条件は、①RTKGPS方式の

機器を用い、公称精度（XY方向：20mm＋1ppm、Z方

向：20mm＋2ppm）を確保する、②転圧重機の走行軌

跡、転圧回数がリアルタイムに画面表示され、かつ

、重機オペレータと管理室の両者で内容を確認できる

③転圧重機が「起振あり」の状態でなければ作動し

ない、④所定の仕様の帳票（走行軌跡図（ 、図－３）

図－４ 図 図－２ システムの構成転圧回数色分け図（ 、締固め層厚分布図（）

、盛土材料断面分布図、盛土管理図、概算土量集計表）が出力可能、である。－５）

現場への本格的な適用に先立ち、システム検定用データによる検証、精度検証試験、管理ブロックサイズ

（転圧データの最小単位）決定試験を実施し前記の条件が満足されることを確認するとともに、50cm×50cm

図－３ 走行軌跡図 図－４ 転圧回数色分け図 図－５ 締固め層厚分布図
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切土ヤードから掘削された盛土材料をダン
プトラックやキャリスクレーパなどで盛土
ヤードに運搬する。

ヤードに搬入された盛土材料を、大型重機
によって厚層（仕上り厚60cm）に撒出し・敷
均しを行う。

土の締固めに用いる転圧重機の位置・転圧
回数等をＧＰＳを用いてリアルタイムに把握
することで、土の締固めを管理する。

締固め管理システム

土工事の進捗に合わせＧＰＳを利用した三
次元測量を行い、その測量データとＣＡＤ
データをパソコンで解析することにより、出
来形横断図の作成、土量計算などを短時間で
行う。
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写真－１ アンテナの取付 写真－２ 運転席モニター 写真－３ 座席下のGPS受信機

の管理ブロックサイズの使用が認定された。

（２）道路土工管理システム

AutoCADをプラットフォームとする道路土工管理

システムは、道路計画断面図・道路線形情報と出来

形地形測量データを自動的に合成して、計画断面毎

に土質別の切土・盛土面積を求め、平均断面法によ

り出来高土工量を計算するものである。計算された

土工量は表計算ソフトに反映され、土量計算書とし

て帳票出力する。

出来形地形測量データは、ＧＰＳ測量や光波測量

の結果を用いる。さらに、盛土部分については、締

測量点を三角網で結合し出来形地形モデルを生成固め管理システムと組合わせることにより、転圧重 図－６

機の走行データを出来形データとして使用できる。

本システムの特長は、①ＪＨの仕様に準拠した横

断面図を作成し、平均断面法による出来高土工量の

計算が容易、②実質的な土量変化率の把握による切

・盛土量バランスの早期予測や残工事の運土計画が

可能、③任意の地形変化点を測量すれば、そのデー

タを自動的に三角網で結合し、出来形地形モデルを

生成させ（ 、計画断面図に対応した出来形図－６）

横断線を作成できる（ 。そのため、計画断図－７）

面位置での断面測量が不要であり測量業務の省力化

・効率化を図ることが可能、④市販ソフトをプラッ

トフォームとしているため電子情報の共有化や電子

図－７ 計画断面図に対応した出来形横断線納品が可能、である。

３．おわりに

従来の品質規定方式や工法規定方式による盛土品質管理と異なり、締固め管理システムの適用によって転

圧範囲全体を面的かつリアルタイムに一元管理することができ、転圧不足箇所の解消等、盛土の品質向上が

期待できる。また、道路土工管理システムの適用により、出来形測量の省力化や出来高土工量の計算精度の

向上が認められた。今後は、同システムの稼働を継続するとともに、適用現場を拡大していくことで、土工

管理の大幅な省力化、効率化を実現することと、盛土の品質向上に寄与できることを実証する予定である。

「道路土工トータル管理システムの現場への適用（その２ 」では、本システムの具体的な現場適用事例）

を示し、管理方法の見直しやシステムの改善を報告する。

１）日本道路公団：土工施工管理要領、平成13年７月参考文献
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